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ラット頚動脈小体への反復磁気刺激の応用による血圧変動測定の試み

Blood pressure fluctuation measurement with  
repetitive magnetic stimulation to the rat carotid body
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頚動脈小体と高血圧との関連性を報告して以
来、頚動脈小体の機能亢進が本態性高血圧の主要
因の一つであることが報告されるに至り、外科的
処置や薬物投与等の頚動脈小体制御による高血圧
治療法は数多く提案されている。しかし、これら
の処置は手術による侵襲や薬物の副作用を伴うた
め避けることが望ましい。上記欠点を回避できる
経頭蓋磁気刺激法を応用して、小型実験動物（ラ
ット）を対象にした反復磁気刺激装置を試作し、
血圧変動解析等への適用について検討する計画で
あるが、本研究ではまず、頚動脈小体を直接電気
刺激することにより血圧変動が誘導されるかどう
かの確認を試みた。最終的にはヒトへの応用を探
り、非侵襲的な高血圧治療法の開発に繋げること
を目的とする。

Wisterラット（♂8～9週齢）を使用し、観血
的血圧測定のためにウレタン麻酔下で左大腿動脈
に血圧測定用トランスデューサーを装着した。刺
激方法に関しては、前述したようにラット頚動脈
小体を効率的に磁気刺激する反復磁気刺激装置を
目下作成中であるため、本実験では電極用ガラス
管とステンレス線で作成した刺激電極を用い、刺
激強度 5V、刺激頻度 50Hzで 10秒間の電気刺激

を、頚動脈小体が位置する頚動脈分岐部に対して
連続および間欠的に行った（図1）。

上記の刺激強度および刺激頻度で電気刺激を加
えたところ、刺激直後から有意な血圧下降（図2）
と呼吸数の増加が観察された。この結果は、目下
作成中のラット頚動脈小体用反復磁気刺激装置を
用い、適切な強度の時間変動磁場を用いることに
よって、非侵襲的に頚動脈小体を磁気刺激するこ
とが可能であることを示唆しており、血圧下降を
促すことが可能であることを推測させる。一方、
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図１　ラット頚動脈小体の電気刺激
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そのメカニズムについては解明されていない点が
多い。頚動脈小体におけるシナプス可塑性の関与
が考えられるので、シナプスの神経活動検出に関

与する受容体であるグルタミン酸NMDA受容体
の発現が電気刺激によって誘導されるかどうかを
RT-PCR法で検討を進め、目的産物の増幅を確認
している。さらに、ラット頚動脈小体を効率的に
磁気刺激するための鉄心を素材とした微小コイル
電極も準備中である。これらの成果は、頚動脈小
体制御による新たな本態性高血圧治療法や予防法
の開発に寄与することが期待される。
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図２　電気刺激による血圧下降


